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　　主　　題（2008 ／ 2009）

国 際 会 長　　「希望の灯となろう」　分かち合いは微笑をもって　　　　　　　　　　　　　

ア ジ ア 会 長　　「希望の灯となろう」　より良き奉仕のために共に働こう

西 日 本 区 理 事　　「思いやりを持ってワイズライフを !」

中 部 部 長　　「楽しくワイズ、スクラム組んで」

名 古 屋 会 長　　「輝く実績と歴史の『継承』」　全員参加型クラブを目指して！

2008 〜 2009　2　月　号　　(No744)

在 籍 29 名

第 1 例 会 19 名

　　メネット 3 名

第 2 例 会 7 名

　　メネット 0 名

ゲスト・ビジター 9 名

メーキャップ 1 名

出 席 率 74.0%

メ ネ ッ ト 会 7 名

1 月クラブ出席 B　　　F

切手  100pt

現金   0pt

小計  100pt

切手   2720pt

現金 0pt

累計 2720pt

1　

月

累
計(

７
〜
1
月)

青　木 　

飯　田 ○

伊左治 

岩　田 ○

尾　関 ◯ 

小　尾　○

加藤明 ◎

加藤晃 　 

川　口 　

川　本 ◎

木　本 ◯

久保田 ○

黒　川 　

小　谷 ○

五　島 ◎

坂　上 ○

塩　田 ○

鈴　木 功

相　馬 ◎

高　森 　

谷　川 ○

寺　田 　

長　井 M

成　瀬 広

西　村 ◎

平　野 ◎

深　谷 ○

水　谷 ○

渡　辺 ◎

1　月　　個　人　出　席 次期役員研修会（1/10 ～ 1/11）
　　　　　　　　　西村　谷川
第 一 例 会（1/13）
　　　メネット　尾関、加藤（朱）西村
新 年 合 同 例 会（1/22）
　　　　　　 　加藤（明）　川本　久保田　谷川　西村
　
ワイズセミナー（1/25）
  加藤（明）川本　久保田　小谷　相馬　長井

谷川　
　　メネット　 加藤（朱）
メ ネ ッ ト 会（1/16）
  伊左治　尾関　加藤（朱）　加藤（邦）　木本

長井　西村

第　2　例　会

2 月 例 会 プ ロ グ ラ ム

と　き:2009 年 2月 17日 ( 火 )7:00p.m. ～ 8:30p.m.
ところ: 名古屋 YMCA
プログラム：3月第 1例会について　
　　　　　　次期役員人事　　　　　　その他

　久保田啓さんから 2月のブリテンの巻頭言を書くようにと依
頼の手紙を頂いたが、その中に新年例会について「とに角名古屋
クラブメンバーも高齢者の割合が多くなり、寒さと体調のバラン
スからなのか、出席率は芳しくなかったようです。しかし年頭放
談一分間スピーチはさすが海千山千、とても面白く中身も在りま
した」と書かれてあった。永年会員としてあり続け、仲間ととも
に苦楽を共にした名古屋クラブに想いを馳せること切なるもの
があります。老齢二人生活の私達の更なる老後を心配してくれ
る、遠方新潟と大阪・堺市在住の娘達の熱心なすすめに従って
YMCAもワイズも無い新潟に移り住んで二年目の新年を迎えた。
名古屋を離れ、新潟へ移っても名古屋ワイズの会員でありつづけ
たいと願い、広義会員として認めてくれるようにクラブ役員会に
お願いしたところ、功績もないのに、功労会員として承認しても
らった。Y’s 西日本区定数施行細則、第 2条会員、第 4項「広
義会員・功労会員については、会合出席について自由となるほか
は、正会員と同じ権利・義務を有する」とある。遠方に在っても、
会合出席について自由であるほかは会員としてどんな義務と責任
を果たせるのだろうか。せめて会費を納める事とBFの切手集め
ぐらいがせいぜいであると。そんな消極的な事を考えているのは
けしからん。この YMCAとワイズもこの不況危機の下にあって
は再生、活性化に努めなければならない。
　手も足も出ないくせに偉そうなことを言うなと言われるかも知
れぬが、やっぱり、EMCそして例会出席厳守ではなかろうか ? 
その折りには最近発行されたワイズ読本「みんなで育てていく。
少しずつ、少しずつ ......。続けていくことが大きな実りになるん
だ。」が役に立つこと間違いない。会員諸氏がワイズ読本研修に
努められること願う次第である。

「ワイズ読本を研修しよう」
鈴　木　武　二

会　　長　川本　龍資
副 会 長　水谷　治　　深谷　聡
ブリテン　久保田　小谷　伊左治

書 　 記　平野　実郎
　　　　　五島　八郎
会　　計　川口　　恵

と　き：2009年2月10日㈫　6:30p.m.～8:30p.m.

ところ：名古屋YMCA

 司　会　平野　実郎君

開会宣言 会　長　川本　龍資君

ワイズソング

聖書朗読・祈祷 　　　木本精之助君

 

プログラム

　「世界の飢餓の状況について」

　　講師　小　島　亮　子　氏

　　　　　　　（日本国際飢餓対策機構）

諸 報 告

ハッピーバースディ

ドライバースピーチ 深谷　　聡君

讃美歌　121

閉会宣言  会長　川本　龍資君



(2)

と き :2009 年 1月 13日 ( 日 )18:30 ～ 20:30

ところ : 名古屋 YMCA

　1月の例会は恒例の「年頭放談」と「IBC・DBCの交流

事業について」の木本君、小尾君、長井君（川本会長が代行）

の報告でした。

 　「年頭放談」では出席者が語られることが多岐にわたって

おり、語る人の生き方が自然な形で出てくるので、「この人

にこんなことが」と親近感が沸いてきて、とても楽しいでし

た。

　1分と時間を限って話す事は、当然、濃縮された表現にな

り、予想以上の情報が得られます。濃縮された会話と言える

と思いました。例年、東山荘で 1月 2日の午後に御殿場ワ

イズの例会が行なわれ、参加者が自分の所属するクラブの活

動状況を報告し合って楽しいですが、これと同じ形のことが

クラブ内で行なってとても親近感が高められるこおとを知り

ました。これからもこの「年頭放談」が続けられることを願

っています。

　木本君が語られた聖岩クラブ、ミネアポリスクラブとの

IBCはトライアングル締結によってかってはとても活発に活

動していたことが改めて解りました。残念ながらミネアポリ

スとは距離が離れていますから、聖岩と名古屋のように往復

出来ませんが、2010 年の国際大会にミネアポリスから来る

メンバーがあってまた活発になることを期待したいです。

　1975 年に小尾君がミネアポリスを訪問された時には、先

方の生活が以外に質素で練習したテーブルマナーが役に立た

なかったとは面白いお話しでした。DBCについては長井君

が病気療養中なので、彼の書いたメモを来本に川本会長が説

明されました。相手の紀の川クラブは暖かいところにあるの

で、雪は大丈夫だとバスで 2月に訪問した時、予想外の降

雪があり、今日の内に名古屋に帰られるか心配したことを思

い出しました。

　IBC、DBCは相互に切磋する機会でもありますから、絶

えることのない交わりを続けたいものです。　(小谷治郎 )

と　き：２００９年１月２０日（火）

ところ：名古屋ＹＭＣＡ

１）ワイズセミナー　･　合同新年例会の件

　当クラブ出席予定者

　・新年合同例会　川本、加藤明、久保田、谷川、西村5名

　・ワイズセミナー　 川本、加藤明、相馬、谷川、西村、　深谷、

渡辺　７名

２）２月第一例会プログラムの件

　 ＴＯＦ月であるので、卓話講師を小島亮子さん（日本国際

飢餓対策機構）を迎え世界の飢餓の状況について具体的な

活動報告をして頂く。また、２月のニコボックスを飢餓対

策機構へ献金する事とする。

　 プログラム内容を広く伝えたいため、ＹＭＣＡスタッフや

リーダーへ例会の参加を呼びかける。

３）３月第一例会プログラムの件

　 西村君の紹介で中国からの留学生の楊さんに卓話講師を予

定。

３）次期クラブ役員の件

　 次期クラブ会長を深谷君に依頼する。承諾を得た後クラブ

役員・委員を検討する。

　 また、次期中部ＥＭＣ主査に渡辺君を選出。３月の会長・

主査研修会に出席して貰う。

４）その他

　・ １月第一例会で欠席の連絡が無かったメンバーが数名い

たので、再度出欠席の連絡をするように確認した。

　・ ３月の中部主催行事「チャリティーステージ」の報告が

あり、２月第一例会でクラブメンバーにアピールする。

　・ 世界ＹＭＣＡ同盟からガザＹＭＣＡ緊急支援の呼びかけ

があった。

　・ 休んでいるクラブメンバーにロースターとワイズ読本を

郵送する。

新年合同例会　レポート
　１月 22日（木）今年で 10回目を迎えた「名古屋地区ワ

イズ新年合同例会」が、覚王山・松楓閣にて開催されまし

た。名古屋グランパスワイズのホストで、坂口会長の開会点

鐘、全員でのワイズソングにて始まりました。圧巻は今夏実

施されたフィリピンハートキャンプの報告でした。グランパ

スの松原メンは、このキャンプに名古屋・神戸Ｙのユースリー

ダー、森宗スタッフ、大浦スタッフ（とちぎＹ）と共に全日

程同行し、命をかけて（！）その記録に取り組み、帰国して

からはその整理に忙殺されたと聞いていました。初お披露目

のその記録は、まさにフィリピンへの熱い想いとその感動を

多くの人に分かち合いたいという願いが十二分に伝わる語り

と映像と音楽でした。ゲストを含め 50 名の参加者全員が、

■■■  第2例 会レポート ■■■

■■■  第1例 会レポート ■■■
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「また、立って祈るとき、だれかに対して恨みに思うことがあれば、赦
してあげなさい。そうすれば、あなたがたの天の父も、あなたがたの
過ちを赦してくださる。」

マルコによる福音書１１：２５

西　村　　清
　

　「ぞうさん　ぞうさん　おはながながいのね」という童謡

は誰しも小さい時に歌ったことを思い起こします。この歌を

作った詩人のまど　みちおさんが、６０年以上に及ぶ自分の

作品を集めて詩集を出版しようとした時、自分が戦争に協力

するような詩を作っていたことを知り、ショックを受けます。

1200 編中、２編がそれで、しかも書いた記憶がないという。

　「人のいのちを否定する戦争へ協力するような詩を書いて

おきながら、」「その一方で、生き物たちのいのちの大切さを、

ずーと詩にしてきたつもり」になって、「反対の活動をして

いた自分に動転しました」と述べておられます。そしてあの

頃の子どもにおわびしたい。もう５０年近くたってしまって、

ざんきにたえません（毎日新聞のインタビュー記事）。

　83歳の老人の、澄んだ心が伝わってきます。子どもたち

に親しまれた心やさしい歌を、たくさん作った詩人であった

が、そのような人でも過ちを犯すことがあるのです。責める

ことはできない。筋の通った人生など送れるものではない。

みなジグザグ道なのです。どこかで許されるということがな

いと、人は窒息してしまいます。

　迷いや過ちに居直れず、自分の弱さにうろたえながら生き

ている人の姿を、やさしく見つめるまなざしが、主イエスに

あったことを想起するのです。（工藤弘志著：『イエスの風音』

から）

『ワイズメンの賢い話』(No157）

『十戒（第五戒）』

　「十戒の第四戒までは、神さまについての戒めだった

けれど、第五戒以後は、人間についての戒めだから、一

般の人たちにも分かりやすいと思うよ。第五戒は“あな

たの父母を敬え”だよ」。「そうか、それならば誰にで

も分かるよね。父母を敬うということは当然のことだよ

ね」。「そうだね。父母があってこそ、家庭が築かれるの

だから、父母を敬うということは家庭の基本だよね。だ

けど、最近のニュースでは、経済的な厳しさが原因とは

いえ、自分の父母を殺してしまったという事件があった

よ」。「恐ろしい世の中になってきたね。自分は、父母が

あって始めて存在するのだから、この戒めは、だれでも

必ず守らなければならないことだよ。私たちもこのこと

は、軽く考えてしまいがちだけど、もう一度、自分のこ

ととして考える必要があるね」。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（寺田仁計）

私と同様感動されたことと思います。病院から抜け出し、キャ

ンプの報告をし、おいしい食事も口にせず、また病院に戻る

という行動からも、松原メンの想いが伝わってきました。新

年合同例会は新年の決意を新たにし、また親睦を深める良い

機会ですが、ホストも２順目を終え今後のあり方が、次回ホ

ストクラブである我が名古屋クラブに託されました。

（報告者　　加藤　明宏）

ワイズセミナー
と　き　2009 年 1月 25日（日）　3：00pm-5:00pm

ところ　名古屋YMCA

　「楽しいワイズライフを !!　ワイズ理解を深めよう」と中

部ワイズアカデミーの呼びかけにより講師に岡本尚男氏（元

日本区理事　ワイズ必携編集特別委員長・京都キャピタルク

ラブ）を迎え約 1時間の講演を傾聴した。内容はタイトル

どおりワイズライフの在り方、ワイズ理解と、発題者川本龍

資君（名古屋）、服部庄三君（名古屋グランパス）の発表意

見をふまえ、ワイズ読本のいろいろな例題を参考に「大いに

ワイズを語る」。とても有意義なひとときであった。中部の

合同セミナーとしては出席者がやや少なかったので残念に思

われた。ワイズメン各位、今一度ワイズ読本に目を通したい

ものである。

ワイズセミナー出席者一同
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　と　き　2006 年 2月 21日（土）10：00～
　ところ　名古屋YMCA

　みんなで折り紙を楽しみましょう。
　　　　　　　　　　　　　　担当　西村メネット

2月メネット例会ごあんない

メ ネ ッ ト 例 会 レ ポ ー ト

と　き : 2009 年 1月 16日 ( 金 )10:30 ～ 14:30

ところ : 春日井市イタリアン料理「オガシ」

　JR春日井駅へ 10 時 30 分集合。そこから 2台のタク

シーで目指すお店へ。西村メネットの御親戚のお店とかで

お骨折りを戴きました。長井メネットはご主人のご病気で

いらっしゃらないと思っていたら出席され総勢 7人とな

りました。レギュラーメンバー勢揃い。洒落たかわいいお

店で入ったすぐ左手に小さなお部屋があって其処が 2時

半までの私達の貸切となっていました。座るやいなや例に

よって話題は豊富、だんだんいつもの雰囲気になる。細い

スパのお料理に始まって何種類出たか忘れてしまったけれ

ど最後のデザートに至るまでの心配りの数々でお腹一杯の

その上に西村、加藤 (邦 ) 両メネット差し入れのお菓子を

頂く。そうそう西村メネットの折り紙手芸のオカメ。ヒ

ョットコの小さいお面には一同かわいい ! と歓声が上がっ

た。そこで来月のメネット会は西村、伊左治両先生のご指

導のもと折り紙を習う事となりました。長井メンのご病気

の快方への願いを込めて皆で一筆づつ寄せ書をしました。

岩田メンも腰を痛められたと伺っていたけれど Y’sの例

会にはご出席でした。どうぞお大事にして下さい。

　私達メネット会も決まった人だけの出席が定着して来ま

した。熱心に来ていて下さったあの方この方を思い出して

居ります。お時間に余裕が出来たらお出かけ下さい。今だ

ご存知ない方もブリテンのメネット欄をご覧になって下さ

い。8月から全メンバーメネットのお誕生日にはお花をメ

ネット会からお祝いしており、御一緒にハッピーバースデ

ィを唄えたらいいなと思っております。

　(尾関 )

クラブの皆様へ

　昨年突然の膵炎で入院をし、経過が良くて退院したので

すが、正月２日に胆管閉塞を起こして再度入院、胆管にス

テントという管を入れて閉塞は解消いたしました。ただそ

の原因なのですが、どうも腫瘍の疑いがあり、過日 PET

と言う、最新の造影検査をしましたがはっきりといたしま

せん。色々な方々からご助言をいただいたのですが、腫瘍

ということがはっきりとしてからでは、深刻な事態になる

ことが予想されます（現時点では腫瘍ではない可能性もあ

ります）

　自分の信頼している主治医とも相談した結果「腫瘍とす

れば奇跡的な初期発見なので、今手術に踏み切ると完治の

可能性が大きい。」との結論に至り、２月１２日に手術の

決断をいたしました。

　やや大きい手術になりますので、しばらくは皆様にお目

にかかれませんが、必ずや乗り切りますので、皆様のお祈

りの隅にお覚え下さい。

在　主　　長　井　　潤　

CSよりお年玉付き年賀はがき当選番号
（切手シート）

46　　　　　94

メ　ン　　
2月 4 日 川口　　恵さん
 7 日 川本　龍資君
 12 日 水谷　　治君
 18 日 相馬　静香さん

メネット　　
2月 26 日 五島　美代さん  2 月   22 日　五島八郎・美代夫妻

切手
　岩田鑛一君 100pt


